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飯塚園長ごあいさつ

4 月のゆりかごギャラリーでは、ひまわりっこクラブ（きょうだい児会）にて楽しむ様子やふりかけプ

ロジェクト視線入力体験の様子を引き続き展示させていただきます。子ども達の素敵な笑顔や真剣なまな

ざしをお届けできたらと思っています。

皆さまはじめまして。言語聴覚士の多幡冴子（たばたさえこ）です。3 月からゆりかご園でコミュニケー

ションやことばの発達、食べることについて皆さまとセラピーでご一緒させていただきます。これまでは主

に医療機関でお子さまのセラピーに関わっていました。ゆりかご園では、生活の中で過ごすお子さまの様子

を見ながらセラピーで関わることができることを大変楽しみに思っています。今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。

令和 6 年度は、制度改正の関係でゆりかご園・あおぞら園とも児童発達支援センターとしての役割がさらに重要

になってきます。

例えば、「地域支援」「家族支援」「移行支援」の 3 点が重要視されます。平成 21 年からあおぞら園は、上記 3

点を意識した取り組みを行ってきました。令和 4 年からゆりかご園が委託を受けてからも、あおぞら園の実績をゆ

りかご園なりの特徴を出して職員が努力してきました。例えば、「ゆりかごセミナー」「カナリヤ教室」「ふりかけ

プロジェクト」「単独通園実施」等です。

　先日の卒園式では、卒園児のお母さまから子育ての思いをお話ししていただきました。私含め皆さん、涙が溢れ

てしまうほどの本音を語ってくださいました。ゆりかご園は、今日（4 月 1 日）から、お子様、保護者様、そして

ごきょうだい達に、寄り添えるよう、そして子どもたちの健康と発達をお手伝いできるよう職員一同、頑張ってま

いります。

ゆりかご園の言語聴覚士をご紹介 ～ゆりかご園職員紹介～

明石市立ゆりかご園「ゆりかごギャラリー」からのお知らせ！

3 月 25 日に第 5 回のお楽しみ会を開催しました。

今回は低学年や就学前のごきょうだいが中心でした。

ゆりかご園にある大きなトランポリンや、大きなセラピーボー

ルに大喜び。お友だちと交代しながら遊んだり、お友だちの遊

びに一緒に加わったり、職員と遊んだり、慣れてきたゆりかご

園で思いきり遊ぶことができていたように思います。全

体遊びでは、職員とじゃんけんをして勝つと進み、負

けるとその場で待機、誰が 1 番にゴールできるか廊下

全面を使って遊びました。上位 3 位には特別なお菓子のプレゼ

ントで表彰式も行い、室内でも白熱した全体遊びの時間

でした。

　最後はみんなが大好きなお菓子パーティーで大盛り上がりでした。参加されるごきょうだいの年齢層の幅も

広がってきているため、今後はグループにわけた活動も検討しています。

　ごきょうだいにとっても楽しい！安心できる！ゆりかご園でありたいです。（徳岡）

ひまわりっこクラブ開催！！ ～きょうだいお楽しみ会のご報告～

皆さまお世話になっております。3 月 16 日

の「ゆりかごセミナー」には休日にも関わら

ず多くの方にご参加頂けたこと感謝申し上げ

ます。

私事ですが今年で理学療法士として働き 20

年になりました。そんな節目の年に皆様とお

会いできた事に対してもご縁を感じておりま

す。セミナーにご参加出来なかった方にもお

伝えしたいことが 2 つあります。

1 つ目はお子さまについてです。からだの不

自由をお持ちでも、お持ちでなくても、必ず「強

み」を秘めています。強みとは、お子さまが「好

きな事」「興味を持っている事」つまり資質で

す。その 1 滴の波紋に気付き、大人が上手に拡げていくこと（波紋から波にすること）が人生の可能性を広げる事

に繋がります。波は満ち引き、移りゆくものです。難しく考えないで「今好きな事」に夢中になって頂ければ嬉し

く思います。

2 つ目は「ところ変われば品変わる」という言葉があるように、人はどこに視点をおいて物事を見るかにより状

況が変化することを知って欲しいと思います。例えば、お子さまの短所といわれる部分を長所として視点を置き換

えてみませんか？

この子は「落ち着きがなく注意散漫で忘れ物が多く飽きやすい子」に対して、この子は「フットワークが軽く、

常にあらゆる方面に注意を向けていて、自分のものに固執することなく、自分の適性を素早く見抜く力のある子」

とも見えます。そこに 1 つ目で述べさせて頂きましたお子さまの「強み」を組みわせると、強みの活かした最適な

場所や仕事、広義の生涯学習が見つかるかも知れませんね (^^♪子育ては本当に心労多く手も掛かりますよね…。

それも今しかできない事かも知れません。一緒に愚痴をこぼしながら定期的に心を浄化しましょう。

　決して偉そうな事は言えませんが、皆様の子育てを心から応援しています。（十田）

皆様の＂子育て＂を応援するゆりかご園！！ ～ゆりかごセミナーのご報告～

ゆりかごワクワク通信

お菓子を食べるきょうだいさん

体を使って熱くセミナーを進行する十田理学療法士

セラピーの様子① セラピーの様子②


